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生活支援体制整備事業

令和２年１１月２６日（木）

瑞浪市役所 高齢福祉課

～協議体と生活支援コーディネーター～

日本の人口推移

総務省平成２８年版情報通信白書
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「生活支援・介護予防」の中心は、住民が主役の活動
です。

瑞浪市の人口推移

第７期瑞浪市高齢者福祉計画・介護保険事業計画より

年少人口

生産年齢人口

老年人口

総人口

高齢化率
３２．７％

高齢化率
３１.４％
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前期高齢者、後期高齢者の推移

令和４年から
後期高齢者数
が増加し、前
期高齢者が減
少する見込み

世帯の状況（R2.4）

地区 高齢化率
（％）

一人暮らし
世帯（数）

割合（％）
世帯数／高齢者数

高齢者
世帯（数）

割合（％）
高齢者世帯人数
／高齢者数

陶 ４４．９７ ３２６ ２２．９１ ２７０ ３９．１４

瑞浪 ２４．６０ ７７４ ２２．１４ ６０９ ３５．７３

土岐 ３０．５４ ４３３ １９．２８ ３９４ ３５．８９

明世 ２４．３７ １３８ ２０．６６ １１８ ３６．５３

稲津 ３３．６２ ３００ ２０．８３ ２４３ ３４．５１

釜戸・大湫 ４３．０６ ２６２ ２０．０８ ２３８ ３８．０１

日吉 ４２．８４ １９４ ２０．１２ １６６ ３５．８９

市全体 ３１．１６ ２，４２７ ２１．０３ ２，０３８ ３６．３５
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理想ではなく、本当に支
え手を増やすなら、まずは
環境づくりが必要

地域の誰が？
どんな条件で？
地域のどんな手を？
担うことができるのか

助け合いの手を増やすた
めには情報が必要

「地域の基盤づくり」
（生活支援体制整備）

自助・互助を高める
取り組みを推進

★協議体の設置
多様な関係主体間の定期的な
情報共有及び連携・協働によ
る取組を推進

★生活支援コーディ
ネーターの配置
多様な主体による多様な取組
のコーディネート機能を担い、
一体的な活動を推進
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協議体とは：高齢者が住み慣れた地域で安心して暮
らし続けるために必要な生活支援サービス
について、定期的な情報共有、連携及び協
働による資源開発等を推進する場

第１層
協議体

第２層
協議体

第２層
協議体 市内全域

瑞浪南部 瑞浪北部

本日の会議

生活支援
コーディネーター

生活支援
コーディネーター
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協議体の役割

①生活支援コーディネーターを組織的に補完すること

②地域の支援ニーズを把握すること

③生活支援サービス等の体制整備に係る企画、立案及び
方針策定に関すること

④情報交換に関すること

⑤地域の課題に対する取組の多様な主体への協力依頼
等の働きかけに関すること
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これまでの取組 ～H30年度 懇談会より～

地域の
ニーズ 陶地区

稲津
地区

明世
地区

１、 医療の確保
移動手
段の確
保

自治会
加入率
が低い

２、 病院までの
移送手段

バス停
までが
遠い

戸狩、
山野内
にはサロ
ンがある

３、
交通機関の
利便性

強み 陶地区
稲津
地区

明世
地区

１、 サロン
一歩

サロン
寄ってこ

コミバス
をよく使
う

２、 地元商店
の配達

公民館
活動が
盛ん

喫茶店
や立ち
話での交
流がある

３、
交流の場
が散在し
ている

資源が
整ってい
る

あまり不
便を感じ
ていない
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令和２年１月２２日
～瑞浪市高齢者等見守り協定締結事業者

ネットワーク会議～

◆令和２年１０月末時点において３５事業所と見守り協定を締結

◆事業所からの連絡

「新聞が溜まっている」「いつも家にいるのに応答がない」

「最近足腰が弱り、体調面が心配」「言動がおかしい」等
15

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

件数 1 1 2 4 3 2 0

ネットワーク会議まとめ
•平成２７年１月の協定締結以来、初の顔合わせとなった。

•独自の見守りサービスを実施している事業所もあり、取り組みは様々。

•定期的に訪問している事業は異変に気が付きやすい。

•顧客との信頼関係もあるので、なかなか連絡しにくい点もある。

•連絡する判断が分かりにくい。

⇒協定の趣旨を改めて社内で共有し、担当者個人の判断に委ねるの
ではなく、社内での連絡体制を見直す。

⇒配布用のチラシを作成する。

16
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【第２層生活支援コーディネーター】

南部エリア：千寿の里西小田 浅川 信之氏

北部エリア：みずなみ陶生苑 片桐 千絵氏

【第１層生活支援コーディネーター】

瑞浪市社会福祉協議会 岩島 夕夏氏

生活支援コーディネータの活動報告


